


「猿とスマホ」10円

　僕は毎朝、散歩を欠かさずにいる。朝と言っても、十時頃なので近所のスーパーは陳列に大忙しだ。
「おはようございます」
「ナガツさん元気だね！」
「ナカマルさんのバナナが元気の源です」
「そうかい！はっはっはっは」
僕は、必ずスーパーナカマルに寄って、バナナを買って帰る。おやつがわりにもなるし、栄養価が高い。

　バナナを持ったまま、近所の公園を通りがかると。今の時代、近所の公園で、子供たちの姿は無い。そのかわり、ホームレスたちがベンチの上で将棋をしていた。
ふと視界に、黒い影が過ぎった。
「あっ、猿」
猿と目が合ってしまった。目が合うと敵対の証。案の定、猿がムキーッと威嚇してきた。玉つきなので、オスの猿だろう。僕はスマホを取り出した。
「こんな時は」
猿撃退のアプリを起動する。
このアプリさえあれば、野生動物は怖くもなんともない。動物の種類に合わせて、購入する必要があるが。
猿の嫌がる音が流れ出た。
猿が目をつぶった。アプリの音に怯えているのだろう。もう少しで逃げ去るはずだ。

　次の瞬間、スマホに電話がかかり応答ボタンを押した。
「ナガツさん、俺だよ」
「お元気でしたか？」
「今週の日曜日、ゴルフに行かないか？」
通話中は、アプリの起動が止まっていた。
猿は、その隙に僕のバナナを奪い取ろうと、ビニール袋に手をかけた。
「げっ、ごめん」
「どうした？」
「また後で電話する」
ビニール袋が破られ、バナナをまるごと取られた。人から餌付けされた猿は、いつしか山賊なみの強奪を繰り返し、歴戦の猿となった。
「冷静に言っている場合じゃない」
猿が、公園の奥に引っ込む。
「待てよ。バナナを返せ！」
そのままバナナをやっても良かったが、僕と猿の戦いは、僕の全戦全勝だったのでプライドが許さない。
猿と友好になるアプリを起動し、仲間を呼ぶ声が流れ出た。
「ふふん、アプリは万能さ」
猿は、仲間の声が気になり、僕の側に近付いた。しかし、仲間は居ないので不思議がり困惑している。
僕と猿の距離は、手が届く範囲外だ。
猿はどうしたら、バナナを返してくれるのだろう。
僕がそーと近寄ると、猿は一歩後ろに下がり、一定の距離を保つ。
すると、器用に皮を剥き、バナナを食べ始めた。
「あっ、こら！」
勢いに任せ実力行使だ。人間様を怒らせたらどうなるか。おもいっきり、猿のバナナに手を伸ばす。
シャーッ、軽率だった。
「痛っ」
猿に引っ掻かれ、手の甲が傷ついた。
僕はバカか。野生の猿に手を出せば、引っ掻かれて当然。まして、バナナに触れることもできない。

　「ちょっと、可哀想だけど……」
スマホの隠しアンテナを、最大に伸ばして、スタンガンのアプリを起動した。
「人間は怖いぞ」
少し踏み出せば、充分猿に届く
「おりゃ」
猿に、スマホを振りかざした。
ちょうど電話がかかり、親指がスマホの応答ボタンに触れた。
「俺だよ」
猿に、かすり傷一つ与えられなかった。
「あれ、聞こえてる？さっきのゴルフの話だけど」
彼の声は、空を舞った。
通話中は、全てのアプリの起動が止まり、猿は安全な場所まで逃げだした。赤い尻が見える。
この距離では、スマホは使えない。猿は、顔だけ振り返り、僕に向かって頭を下げたように見えた。前を向き直し、山に帰っていった。
初めて、猿に敗北した。道路上に、バナナの残骸が転がる。
「もしもし、聞こえてる？」
「猿の野郎！」
「猿だと、俺は猿じゃない！」
彼に、僕の声が届いていた。
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